
八王子市こころの健康づくりに関する
市民意識調査

－ 概要版 －

調査概要

調査地域 八王子市全域

調査対象 市内在住の満18歳以上の3,000名

抽出方法 住民基本台帳より無作為抽出

調査方法 郵送によるアンケート調査

調査期間 令和4年10月14日(金)～10月31日(月)

回答状況 郵送回答915件 電子回答229件

有効回答 1,144件

有効回答率 38.1%

【性別】

◇性別は、「女性」53.2％、「男性」45.8％、「そ

の他」0.3％でした。

(％)

n＝(1,144)

男性

45.8女性

53.2

その他

0.3

無回答

0.7

【年齢】

◇年齢は、「70～79歳」24.3％、次いで、「60～69

歳」18.7％、「50～59歳」17.0％、「40～49歳」

12.1％でした。

(％)

n＝(1,144)
20歳未満

1.4 20－29歳

6.6

30－39歳

8.0

40－49歳

12.1

50－59歳

17.0
60－69歳

18.7

70－79歳

24.3

80歳以上

11.2

無回答

0.8

◇八王子市の自殺の現状については、「知らなかっ

た」78.5％、「知っていた」5.9％でした。

【自殺対策の現状と関心】

(％)

n＝(1,144)知っていた

5.9

知らなかった

78.5

無回答

15.6

【休養の状況】

◇休養が取れているかを聞いたところ、「十分取れ

ている」と「おおむね取れている」を合わせた『休

養が取れている』84.7％でした。

(％)

n＝(1,144)

休養は

十分取れている

34.7

おおむね取れている

50.0

あまり

取れていない

12.7

休養は取れていない

2.4
無回答

0.2

【睡眠の状況】

◇睡眠が取れているかを聞いたところ、「十分取れ

ている」と「おおむね取れている」を合わせた『睡

眠が取れている』82.4％でした。

(％)

n＝(1,144)

睡眠は

十分取れている

28.9

おおむね取れている

53.5

あまり

取れていない

14.0

睡眠は取れていない

2.0
無回答

1.6



◇睡眠が取れていないと回答された方に不眠の継続

があるかを聞いたところ、「ある」26.8％、「な

い」71.0％でした。

【不眠の継続】

(％)

n＝(183)

ある

26.8

ない

71.0

無回答

2.2

◇アルコールの摂取頻度を聞いたところ、「飲まな

い(飲めない)」40.3％で最も高く、次いで、「週

に４回以上」22.9％の順になっています。

【アルコールの摂取頻度】

(％)

n＝(1,144)

週４回以上

22.9

週２～３回

10.8

月２～４回

12.7月１回以下

11.5

飲まない

(飲めない)

40.3

無回答

1.8

【悩みやストレスの有無】

◇悩みやストレスを感じるかを聞いたところ、「常

に感じている」と「時々感じている」を合わせた

『ストレスを感じる』は69.9％を占めています。

(％)

n＝(1,144)

常に感じている

19.9

時々感じている

50.0

あまり感じない

19.8

ほとんど

感じない

9.4

無回答

1.0

◇悩みやストレスの原因を伺い、問題別に分類する

と、最も高いのは「自身の健康・病気・体の痛

み」46.7％でした。

【悩みやストレスの原因】

n＝(1,144)

(％)

上位5項目

自身の健康・病気・体の痛み

コロナなどの環境の変化

収入・家計

職場の人間関係

家族（同居別居）の健康病気

46.7

32.8

27.1

16.7

13.9

0 10 20 30 40 50

◇新型コロナウイルス感染流行後の心情や考えの変

化を聞いたところ、最も高いのは「特に変化はな

かった」27.6％でした。

【新型コロナウイルス流行の影響について】

n＝(1,144)

(％)

上位5項目

特に変化はなかった

感染対策を過剰に意識するようになり、

ストレスを感じた

不安を強く感じるようになった

家で過ごす時間が増え、

家族と過ごす時間の大切さを再認識した

家族以外の人とのつながりが少なくなり、

孤独を感じた

27.6

25.0

22.6

19.6

17.9

0 10 20 30

◇睡眠が取れていないと回答された方に不眠時の対

処法を聞いたところ、最も高いのは「睡眠薬を利

用する」24.0％になっています。

【不眠時の対処法】

n＝(183)

(％)

上位5項目

睡眠薬を利用する

ヨガやストレッチなどの

体操や運動をする

お酒を飲む

カフェインの少ない飲み物を

飲むようにしている

その他

24.0

18.0

15.8

13.1

44.3

0 10 20 30 40 50



◇悩みやストレスの相談先の有無を聞いたところ、

「ある」77.0％、「ない」20.7％でした。

【悩みやストレスの相談先の有無】

n＝(1,144)

(％)

ある

77.0

ない

20.7

無回答

2.3

◇「孤独である」と感じることがあるかを聞いたとこ

ろ、「たまにある」40.1％、と「常にある」6.6％を

合わせた《孤独感がある》は４割台半ばでした。

【孤独感の有無】

n＝(1,144)

(％)

常にある

6.6

たまにある

40.1

ほとんどない

51.4

無回答

1.8

◇自分の「居場所」があるかを聞いたところ、

「『居場所』はどこにもない」と「わからない」

を合わせると12.7％でした。

【 「居場所」の有無】

n＝(1,144)

(％)

「居場所」がある

85.4

「居場所」は

どこにもない

2.5

わからない

10.2

無回答

1.8

◇相談や助けを求めることにためらいを感じるかを

聞いたところ、「どちらかといえばためらわずに

相談できる」30.8％が最も高くなっています。

【相談に際してのためらい感】

n＝(1,144)

(％)

ためらいを感じる

13.6

どちらかといえば

ためらいを感じる

27.4

どちらかといえば

ためらわずに相談できる

30.8

全くためらわず

に相談できる

16.6

わからない

7.0

無回答

4.5

◇相談や助けを求めることに「ためらいを感じる」ま
たは「どちらかといえばためらいを感じる」方に理
由を聞いたところ、最も高いのは「心配をかけたく
ないから」54.9％でした。

【相談に際してためらいを感じる理由】

n＝(470)

(％)

上位5項目

心配をかけたくないから

自分の悩みを解決できるところは

ないと思っているから

家族や友達など身近な人には、

相談したくない悩みだから

過去に身近な人に相談したが、

解決しなかったから

病院や支援機関等の専門家に相談したいが、

ハードルが高く感じるから

54.9

31.5

28.1

13.2

13
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◇悩みやストレスを誰に相談しているかを聞いたと

ころ、最も高いのは「同居の家族や親族」53.1％

でした。

【悩みやストレスの相談先】

n＝(1,144)

(％)

上位5項目

同居の家族や親族

友人・同僚・知人

別居の家族や親族

医療機関の職員

恋人やパートナー

53.1

37.8

24.5

7.4

6.4
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◇「自殺をしたい」と考えた経験があるかを聞いた

ところ、「考えたことはない」73.6％、「考えた

ことがある」24.4％でした。

【自殺を考えた経験】

n＝(1,144)

(％)

考えたことがある

24.4

考えたことはない

73.6

無回答

2.0

◇自殺を考えた時に相談先があったかを聞いたとこ

ろ、「あった」35.1％に対して、「なかった」は

61.3％を占めています。

【自殺を考えた時の相談先の有無】

n＝(279)

(％)

相談先があった

35.1

相談先はなかった

61.3

無回答

3.6

◇有効だと思う自殺対策を聞いたところ、最も高い

のは「人とのつながりための『居場所』をつく

る」54.5％でした。

【有効だと思う自殺対策】

n＝(1,144)

(％)

上位5項目

人とのつながりのための

「居場所」をつくる

本人の気持ちを尊重した

適切な接し方の啓発

相談窓口や機関の周知

自殺やうつ病に関する

正しい認識の周知啓発

心の悩みや自殺のサインの

気づき方を啓発すること

54.5

42.9

41.5

33.9

28.9

0 10 20 30 40 50 60(％)

◇自殺を考えた原因を聞いたところ、「勤務問題」

29.7％が最も高く、次いで、「家庭問題」28.3％、

「健康問題」26.5％の順でした。

【自殺を考えた原因】

n＝(279)

(％)

上位5項目

勤務問題

家庭問題

健康問題

学校問題

経済問題

29.7

28.3

26.5

22.9

20.1

0 10 20 30 40

◇自殺を考えた時の乗り越え方を聞いたところ、最

も高いのは「我慢した(時がすぎるのを待った)」

60.2％でした。

【自殺を考えた時の乗り越え方】

n＝(279)

(％)

上位5項目

我慢した

(時がすぎるのを待った)

趣味や仕事など他のことで

気を紛らわせるように努めた

できるだけ休養を取るようにした

家族や友人、職場の同僚など

身近な人に悩みを聞いてもらった

家族や恋人など身近な人が

悲しむことを考えた

60.2

29.0

22.9

22.2

16.5
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◇身近な人に「死にたい」と打ち明けられた時、ど

のように対応するかを聞いたところ、「耳を傾け

てじっくり話を聞く」71.2％が最も高くなってい

ます。

【「死にたい」と打ち明けられた時の対応】

n＝(1,144)

上位5項目

耳を傾けてじっくり話を聞く

悩みに応じて専門家への相談を勧める

解決策を一緒に考える

「死にたいくらい辛いんですね」

と共感する

「死んではいけない」

と説得する

71.2

46.4

40.3

22.0

12.8
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